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惣
開
小
６
年
生
の
卒
業
を
記
念
し
ま
し
て
、
惣
開
小
学
校
、
社
会
福

祉
協
議
会
惣
開
支
部
及
び
惣
開
公
民
館
合
同
の
三
世
代
交
流
事
業
と

し
て
、
卒
業
記
念
も
ち
つ
き
大
会
を
開
催
し
ま
す
。 

と 

き 

２
月
６
日
（
土
）
９
時
００
分
～
１２
時 

と
こ
ろ 

惣
開
公
民
館 

対 

象 

惣
開
小
学
校
６
年
生
児
童 

※
６
年
生
の
父
母
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の 

方
々
が
参
加
し
も
ち
つ
き
を
行
い
ま
す
。 

な
お
、
今
年
も
６
年
生
児
童
が
赤
飯
に 

手
紙
を
添
え
て
、
民
生
児
童
委
員
の
方 

た
ち
と
一
緒
に
、
校
区
内
の
独
居
高
齢 

者
宅
に
配
り
に
行
き
ま
す
。 

 

 

２ 月 号  
惣開公民館  

広報部 

TEL 33-1031 
FAX 33-9306 

 

日 曜 行 事 予 定 

３ 水 
親善球技大会 VS金子小 

（惣開小６年） 

４ 木 少年式・記念行事（西中） 

６ 土 もちつき大会（惣開公） 

１１ 木 建国記念の日（休館日） 

２２ 月 
子育てママのわくわく教

室⑥（生活文化講座） 

２６ 金 校区自治会長会 

 

 

 

 

  

昔
、
１５
歳
（
か
ぞ
え
年
）
に
な
る
と
、
大
人
の
仲
間
入
り
と
し
て
、

各
地
で
「
元
服
式
」
を
執
り
行
っ
て
い
ま
し
た
。
愛
媛
県
で
は
、
昭

和
３９
年
に
立
春
の
日
を
「
少
年
の
日
」
と
定
め
、
１４
歳
（
中
学
二
年

生
）
が
、「
自
覚
・
立
志
・
健
康
」
に
つ
い
て
よ
り
深
く
考
え
る
日
と

し
、
各
中
学
校
で
、
少
年
式
の
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

西
中
学
校
二
年
生
の
「
少
年
の
日
」
に 

向
け
て
の
決
意
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

少
年
式
を
迎
え
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
中
学
校 

橋
川 

大
雅 

 

僕
た
ち
二
年
生
は
、
二
月
四
日
に
「
少
年
式
」
を
迎
え
ま
す
。
そ

こ
で
、「
自
覚
・
立
志
・
健
康
」
と
い
う
三
つ
の
目
標
に
も
と
、
自
分

の
生
き
方
を
考
え
、
大
人
へ
の
一
歩
を
歩
み
始
め
ま
す
。 

 

ま
ず
「
自
覚
」
。
自
分
た
ち
は
も
う
子
ど
も
で
は
な
く
一
人
の
人
間

と
し
て
、
ま
た
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
も
つ
と
い
う
こ
と
で

す
。
十
四
歳
に
な
る
と
同
時
に
、
こ
れ
か
ら
は
少
年
法
と
い
う
法
律

が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
今
ま
で
以
上
に
自
分
の
行
動
に

責
任
を
も
ち
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
も
た
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。 

 

次
に
「
立
志
」
で
す
。
僕
た
ち
は
中
学
生
に
な
っ
て
、
勉
強
や
部

活
で
様
々
な
目
標
に
向
け
て
努
力
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
、
少
年
式

を
迎
え
た
僕
た
ち
が
、
気
持
ち
新
た
に
大
き
な
目
標
を
立
て
ま
す
。

そ
し
て
初
志
貫
徹
の
言
葉
ど
お
り
、
今
回
た
て
た
志
を
大
人
に
な
る

ま
で
持
ち
続
け
、
達
成
で
き
る
そ
の
日
ま
で
努
力
し
て
い
き
ま
す
。 

ま
た
、
将
来
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
考
え
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人

に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

最
後
に
「
健
康
」
で
す
。
や
は
り
い
ち
ば
ん
大
事
な
の
は
健
康
だ

と
思
い
ま
す
。
僕
は
今
、
部
活
や
駅
伝
の
練
習
と
通
し
て
、
健
康
な

か
ら
だ
づ
く
り
や
、
し
ん
ど
い
こ
と
か
ら
逃
げ
な
い
、
強
い
気
持
ち

を
持
て
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
け
じ
め
の
あ

る
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
、
た
く
ま
し
く
健
康
な
心
と
か
ら
だ
を
つ

く
る
た
め
に
、
日
々
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

 

少
年
式
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
改
め
て
こ
れ
ま
で
の
自
分
を
振

り
返
り
、
今
ま
で
自
分
の
成
長
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の

人
た
ち
に
感
謝
し
、
素
晴
ら
し
い
大
人
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 男性 
２，１４３人 

女性 
 ２，０１４人 

合計 
 ４，１５７人 

世帯数 
１，９９３世帯 

(Ｈ27．12.末現在) 

 

 

● 見守り隊伝言板 ● 

地域の皆様には、いつも児童

生徒の見守り活動にご尽力い

ただき ありがとうございま

す。 

２月の下校時間（惣開小） 

は１５：００下校です 

寒い日が続きますが、体調管

理には十分お気をつけてくだ

さい。 

 

 

 

齋藤 颯太 

 

惣開小学校 ２年 
 

武藤 万季 

池田 真生 

 

竹之内 梓織 
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１月８日（金）にまちづくり事業で、「七草粥を食べて元気になろう」を公民館で開催し

ました。春の七草のセリ、ナズナ、ゴギョウ（母子草）ハコベラ、ホトケノザ（田平子）、

スズナ（かぶ）、スズシロ（大根）を入れて食べるのがこの日です。 

正月のごちそうで疲れた胃をいたわり、縁が少ない冬の栄養源として、ビタミンを補給する

意味があります。前日から準備してくれたスタッフはじめ自治会からのお手伝いの方々

ご協力いただきありがとうございました♪今年も地域の皆様が安全で健康な毎日をすご

せますように♪ 

 

 

 

県下で交通死亡事故が多発しています。被害者

にも加害者にもならないように交通ルールや

マナーを守りましょう。 

 
・横断歩道を渡りましょう。 
・左右の安全確認をしましょう 
・反射材を身につけましょう 
・早めのライト点灯しましょう 

交通安全協会西支部 

 

 

別子ハイツ自然学習館は、研修活動、各種団

体などの合宿、歴史探訪・スポーツ・学術調

査の拠点として使用することができますの

で、ぜひご利用ください。施設・使用料など

の詳細は、お電話でお問い合わせいただくか

ホームページをご覧ください。 

・場所：新居浜市立川町１番地の１（山根市

民グラウンドから別子山方面へ約５００ｍ） 

・電話（予約、問い合わせ先）： 

０８９７－４１－０４４３ 

（受付時間：９時から１７時まで） 

・休館日：毎週水曜日、 

１２月２９日から１月３日まで 

・ ホ ー ム ペ ー ジ ア ド レ ス ：

http://www.city.niihama.lg.jp/soshiki/syak

you/1864.html 

 

 

愛媛県地震被害調査では、南海トラフ巨大地震に

よる屋内転倒落下物等による死者は、家具等の転倒

防止対策の実施により約７分の２に軽減されると想

定されます。 

このようなことから、高齢者などの世帯を対象に、

家具転倒防止等推進事業を実施しています。 

安全な住まいづくりの第１歩として、是非ご活用く

ださい。 

対象世帯 

市内に居住し、次のいずれかに該当する人のみの世帯 

①６５歳以上の人 

②介護保険法に基づく、要介護度が要支援１、２

または要介護１～５の認定を受けた人 

③身体障害者手帳１、２級を所持している人 

④療育手帳を所持している人 

⑤精神障害者保健福祉手帳を所持している人 

内  容 

 １世帯につき、家具固定器具３点及びガラス飛散

防止フィルム４枚の施工に係る費用を市が負担しま

す。家具３点及びフィルム４枚以上の施工をされる

場合、追加分の施工費用は本人負担となりますので、

ご注意ください。 

 家具を固定する器具、ガラス飛散防止フィルムの

購入に要する費用は本人負担となります。 

 事業の利用は、１世帯各１回です。 

申  込 

家具転倒防止等推進事業申請書に必要事項を記入

し、防災安全課へ提出をしてください。（郵送可） 

 詳細は、防災安全課までお問い合わせください。 

新居浜市役所 市民部 防災安全課 

TEL（０８９７）６５－１２８２ 

FAX（０８９７）３３－５１８０ 

   E-mail：bousai@city.niihama.ehime.jp 

 

 

子育てママのわくわく教室⑥（生活文化講座） 

 

 

 今問われる公民館の存在意義とは？ 

～地域と共に創る公民館をめざして～ 

日 時  平成２８年２月２７日（土） 

（受付９：００～９：２０） 

９：２０～１２：１０ 

場 所 文化センター大ホール 

内 容 ・開会行事 

     ・事例発表（地域振興・防災・介護予防） 

      パネルディスカッション 

      アドバイザイー：讃岐 幸治氏 

      コーディネーター：関 福生氏 

      パネリスト：越智保二氏・今西光昭氏 

            高田 実氏・横山泰茂氏 

 

 

十全総合病院 ３日（水）・１７日（水） 

１５：１０～１５：５０ 

王子幼稚園  ５日（金）・１９日（金） 

１４：００～１４：４０ 

 

～フラワーアレンジメント教室～ 

  造花を使って、ひなまつりをテーマにした壁掛け飾りを 

作ります 

日 時 ２月２２日（月）１０：００～１２：００ 

講 師 内田 真弓 先生（フラワー装飾 一級技能士）            

場 所 惣開公民館 ２階会議室・和室 

参加費 １，０００円  定 員 １０名程度 

持ち物 ペンチやニッパなど（ワイヤーが切れるもの） 

申込み 惣開公民館 ℡３３－１０３１  

 締切り ２月１０日（水） 

※保育サポーターによる託児もあります。（先着８名） 

託児をするお子さんの飲み物の準備は各自お願いします。  
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